
トレントトレントトレントトレント（（（（TrentoTrentoTrentoTrento））））    

ヴェローナの 100キロ北、ボルツァーノの 55キロ南にある街が、トレント公会議で有名な、人口 11

万人のトレントです。昨日はフランス影響下のイタリアでしたが、今日はドイツ・オーストリア影響

下のイタリアとなりました。ドイツ語では“トリエント”と言うそうで、トリエステに似たような名

前となってしまいます。この街も古く、紀元前 4世紀に街があったことがわかっています。紀元前 1

世紀にローマにより征服され、西ローマ帝国滅亡後はロンゴバルド、東ローマ帝国などの支配を経て、

11 世紀初に神聖ローマ帝国の支配下に入ります。この時代に聖俗両方の権力を持つトレント司教公

が出来ます。その後、街は司教公の支配する街として、銀の採掘で繁栄しながら、ナポレオン時代ま

で続きます。有名なトレント公会議は、16 世紀中旬に、ルターの宗教改革に対抗するために、カト

リック改革を目的としてこの街で開かれたのです。しかし、19 世紀にはいると政教分離の波が押し

寄せ、トレントはオーストリアのパプスブルグ家の領地となりますが、トリエステと同様にイタリア

語を話すこの地は、オーストリアに対する反発が大きく、イタリア統一主義の主戦場となり激しい戦

いが繰り広げられます。道の名としてよく聞くチェザーレ・バッティスティはトレント出身の民族統

一主義者で、最後はオーストリアによって処刑された英雄だったそうです。第 1 次世界大戦後、オ

ーストリアの敗戦により、ボルツァーノ、トリエステと共にようやくイタリアに帰属しました。 

 

トレントはオーストリア色の街というより、長く続いた司教公の支配の影響が強く残っているところ

です。12,3世紀及びトレント公会議のあった 15,6世紀に建てられた教会、宮殿が多いのはその現れ

でしょう。駅から最初に訪ねたのは、16世紀のトレント公会議中に建設され、会議にも使用された

サンタ・マリア・マッジョーレ教会です。しかし、現在修復中で外観を見ただけで素通りです。

 

 

その先のドゥオモ広場に足を運びました。ここは広くて気持ちの良い住民の憩いの場となっています。

この広場にあるネプチューンの噴水は 18 世紀のものです。ドゥオモの隣には 12 世紀に建てられた

プレトーリオ邸と 13世紀の鐘楼があります。但し、鐘楼は修復中で全体にカバーがかかっていまし

た。トレント公会議の主舞台となったサン・ヴィジーリオ大聖堂もここにあります。この大聖堂がト

レントのドゥオモで、11,2 世紀に建てられたロマネスクとゴシック建築を併せ持った大理石のきれ

いな大聖堂です（鐘楼だけは 16 世紀のもの）。さすがに、司教公の支配化の大聖堂だけに、内部は

重厚感に溢れています。この大聖堂の中にあるキリストの十字架像の前で、トレント公会議の開始が

宣言されました。また、この大聖堂の下にはローマ時代末期（５世紀）のバシリカがあります。 



 

 

 

 

ドゥオモ広場から 15世紀に建てられたサン・フランチェスコ・セヴェリオ教会へ続くベレンツァー

ニ通りはトレントで最も美しい通りだそうです。15,6 世紀のフレスコ画を施したファサードを持つ

ルネッサンス様式の宮殿を鑑賞しながら歩き、続けて、セヴェリオ教会を覗き、そこからマンチ通り

に入りサン・マルコ通りに繋がる通りをのんびりと歩きました。マンチ通りのはずれにも、15,6 世

紀のフレスコ画がきれいな宮殿があります。銀の取引で財を成した商人の宮殿なのでしょう。この通

りに面して、修道院を建て直した 13世紀の小さなサン・マルコ教会があります。ミサ中でしたが中

にはきれいなフレスコ画がありました。そこからちょっと奥に入ると見事な鐘楼が印象的な、シンプ

ルな構造のサン・ピエトロ教会（14 世紀）があります。この界隈がトレントの街の特徴を最も現し

ている歴史通りと言って良いと思います。 



 

 

 

 

サン・マルコ通りを抜けるとブオンコンシーリョ城（13 世紀建造）が目の前に現れます。司教公の

支配が長く続いたこの街で、これほど大きくて立派なお城があるのにびっくりします。かつてこの街

は城壁で完全に囲まれていて、城壁はこの城に繋がっていたそうです。この城は周辺の地域を威嚇す

るために築いたとのこと。しかし、城の住人は司教公自身だったのです。司教公といえども封建領主

と同じように、街を守るために城が必要だったのです。宗教の力だけでは街は守れないのが現実なの

ですね。お城への入場料は 7ユーロで、中には 12ヶ月を表した（でも、3月がないのです）14世紀

初めの有名なフレスコ画があるアクイラ塔（入場料プラス 1 ユーロ）があります。城の中は博物館

となっていますが、展示物よりも城の内部のフレスコ画と城からの景色がとても素晴らしいのです。

また、アクイラ塔の 12ヶ月のフレスコ画は一見の価値があります。アクイラ塔の見学は予約制とな



っていて、ガイド付きの見学となりますが、城のチケットを購入するときに予約すれば問題なく見る

ことが出来ます。英語のガイドもあります。このお城がトレントの観光の目玉で、お城とアクイラ塔

を含めて、イタリア中のお城の 10指に入ると思います。 

 

 

 

 

今度は、ブオンコンシーリョ城からアディジェ川に出ました。川の畔には、司教公の名の下で罪人が

処刑されたヴェルデ塔があります。そこから、橋を渡ると大きな岩の丘が目に飛び込んできます。こ

の丘はドス・トレントと言います。この上に登ると見晴らしが良くトレントの街及び周りの山々が一

望できるようですが、体力に自信がないので登るのは辞めました。そのドス・トレントの麓のアディ

ジェ川沿いに、ぽつんと小さくてシンプルな白い教会があります。サンタポリナーレ教会で、12 世

紀に建てられた教会です。この景色は絵になります。この教会も修復中で中には入れません。 



 

 

これで、トレントの街を一通り回ったことになります。駅に戻ると、その手前に 12世紀に建てられ

たサン・ロレンツォ教会があります。この教会もロマネスク建築のシンプルな教会です。本当は、ま

だまだ教会があるのでしょうが、この街は、犬も歩けば教会にあたるような街です。それも、非常に

古い教会がそこにあるのが当然のように建っているのです。司教公が始まった当初の教会とお城、ト

レント公会議前後の、街が繁栄した頃（15,6 世紀のルネッサンスの時期）の教会と宮殿が、現在で

も、この街の代表的な建物なのです。それがトレントという街なのです。そして、街を取り囲む美し

い山々がこの中世の雰囲気の街を更に美しくしています。こんなところに住みたくなる街でした。 

 

 

トレントへはヴェローナからレジョナーレで 1時間です。料金も片道 5.85ユーロと格安です。です

から、ミラノからヴェローナに ES（片道 17.5ユーロで 1時間 20分）を使っても、合計はたいした

金額にはなりません。トレントでゆっくりするためにも、ESでヴェローナに行く方が良いと思いま

す。ミラノ中央駅からトレントまではヴェローナでの乗換え時間を入れても 2 時間弱ですから、日

帰りでも十分な観光が出来ます。 

ミラノに戻るときは、これが最後のヴェローナと思い、ヴェローナにお別れをして ESに乗りました。 

 


